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１．現状(剣道部) 部員各２０名
東西 合同練習

四條畷学園との合同練習（東）

電通大高との合同練習（東）

南郷中での練習（西）



１．現状(メディア部) 部員１８名

声優・動画編集 合同練習

大阪産業大学による出張講座

ラジオ大阪 本社訪問

野崎高校生 インタビュー動画撮影



１．現状(メディア部)



１．現状(広報活動)

体罰防止研修のＰＲ

ラジオ大阪とのＣＭ制作プロジェクト

防犯イベントの司会



「今までは、部員２人と先生とで練習していたけれど、
自分より強い生徒と練習できてうれしい【剣道部】」

１．現状(子どもたちの声)



●学校を通さずに連絡する難しさ
●地域の指導者は、年度途中での転勤・転職もある
●各校の定期テスト・休日の行事で参加者が不安定

２．課題

全般

◆日本スポーツ振興センターの保険手続き
◆試合に勝てば勝つほど、活動回数が増える
◆平日練習のある学校とない学校の差

▲活動内容について、毎回打合せが必要
▲「部活」と「授業」の違い
▲機材の保管が難しい
▲能力やモチベーションの差が大きい

剣道部

メディア部

部員アンケートによる満足度 ９５％



３．今後の方針(令和６年度～)

部活動地域移行
●Ｒ５.４～ 剣道部（運動部）

放送メディア部
◆Ｒ６.４～ 水泳部？（運動部）

シン・地域部活動（仮）
◆Ｒ６.４～ ｅスポーツ部？【スクール】

日本文化部？
➡新たな部活動へ
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